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加熱脱着一GC／MSに よ るディ
ーゼ ル 排気粒子 中 PAHsの分 析 （第二 報）
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1 ．は じ め に

　不完全燃焼等 で 発生す る こ とが 知 られ て い る 多環芳香族炭化水 素類 （PAHs＞ は 、デ ィ
ーゼ ル 排気粒 子中 に

も存在 して い るが、最新 び）デ ィ
ーゼ ル 車用後処理装置 に よる低減効 果 の 報告例 は少 な い 。昨年 は、加 熱脱着

一

ガ ス ク ロ マ トグラ フ 〆質量分析 計 （TD−GCIMS ）法 を用 い て酸化触媒 （DOC）装着に よる PAHs排出量の 低減に つ

い て報告 し た
1）
。今年は、DOC と触媒付デ ィ

ーゼ ル パ テ ィ キ ュ レ
ー トフ ィ ル タ （c−DPF）を組み合わせ た 最新の

後処 理 装置を装着 した場合 の デ ィ
ーゼ ル 排気粒子 中の PAHs の 削減効果に つ い て 報告する 。

2 ．実験方法

　供試 エ ン ジ ン には、粒子 低減効果 の 高 い デ ィ
ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　表 1供 試 エ ン ジ ン ・燃 料 ・オ イル お よ び後 処理 装 置 の 仕 様
ゼ ル 後処 理装置 ΦOC ＋ c

−DPF＞ を装 着 した い す s
”

製小型デ ィ
ーゼ ル エ ン ジ ン を用 い た。エ ン ジ ン

ダイ ナ モ ヒで 欧州 の 過渡試験で ある ETC と 定常試　
E ”9ine

験で あ る ESC を 実施 し、マ イ ク 卩 トン ネル （流量

SO　L／min ，分割 比 600）で 希釈 し た排気粒 子 を石 英

フ ィル タ に捕集 し た 。 石 英 フ ィ ル タ の
一

部を打 ち

抜 い て 加 熱脱 着用 パ イ レ ッ ク ス 製 チ ュ
ーブ に 充填

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fue ］

させ た。

　分析 は 、T−DEX　H （GZ　Scienc θ）に て 45℃ （1min）
→ 5℃ ／sec → 350℃ （10min ）で 力口熱脱着後、ク ラ イ オ

フ ォ
ー

カ ス （
−100℃ ）し、300℃ まで 50℃／sec で 急 　

Oil

速 再 加 熱 さ せ た 。 気 化 成 分 を GC カ ラ ム

（ifarian，［
，F−5ms） に 導入 し、60℃ （3min）→ 15℃

／min → 200℃ → 5℃／rnin → 325℃ （10min）の プ ロ グラ

ム で GC　 CP−3800 （Varian） を運転 させ 、　 MS

を用 い 、EIM 法 で 分析 し た。

3 ，結果 と考察

Type　　　　　　　　　　　　　D且Diese【
Cyhn “er 　No ．　　　　　　　　 4

Disptacement（L）　　　　　　 2．999
MaX 　power（kW ＠ rp 皿 ）　　 110 ＠ 2800

Max 　torgue （N・m ＠ rpm ）　 375＠ 1600
i皿jection　system 　 　 　 　 Com 皿 on 　rail
Air −chargingsystem 　 　 　 Inter・coeSed
　 　 　 　 　 　 　 　 turbochar 　 er

Aftertreatment　system
（DOC ）

Type　　　　　　　　　　　　　　　　川 S　2
Ceta 皿e　index 　　　　　　　　　　　56，5
Su血 r　content （mas5 ％ ）　 　0，0005
DenSlty （g　cm ，3）＠150C 　　　　　O・3313
Viscosi　 mrn2 　s

’■
副 30。C 　 3，633

SAE　mde 　 　 　 　 　 　 　 10W −30
Ma 吐erial　and 　Type Die5el　oxidation 　cata ］yst

（Precious 　 me1 乢 　 　 P重

rou ）
Aftertreatment 　system

（c・DPF ）

Materis ］　gnd 　Type Cordierite，　　　　Sヤall−flOWr
Cata ］yzed

300TQMS （Varian）に導入 し た 。内部標準物質は Chrysene −d12

　DOC ＋ c
−DPF 装着の 場 合 の PM排出 量 は、エ ン ジ ン ア ウ ト［withQut （DOC 　＋ c

−DPF ）コと比較す る と、過渡 の ETC

試験で 96 ％、定常の ESC 試験 で 99 ％ 低減 した 。

　DOC ＋ c
−DPF 装着 の 場合 の PAHs　8 成分 の 総低減率 は、図 1 に 示す ETC 試 験 、図 2 に 示 す ESC 試 験共 に 98 ％

で あ り、最新 の 後処理装置装着 に よる排 山 Phllsの 削減効果 は PM の 低減効 果 と同 レ ベ ル で あ る こ と を確認 し

た。
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図 1ETC 試験 DOC ＋ c

−DPF有無 の PAHs排 出量 比 較 　図 2　 ESC 試験 D  ＋ c
−DPF 有無 の PAHs 排出 量 比 較
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